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新
羅
浄
土
教
家

の
大
経

「
胎
化
段
」
観

渡

辺

顕

正

康
僧
鎧
三
蔵
訳
と
伝
え
ら
れ
る

『無
量
寿
経
』
巻
下
の
経
末
に
お
け

る
釈
迦
の
発
遣

(「
仏
告
弥
勒
菩
薩
諸
天
人
等
無
量
寿
国
声
聞
菩
薩
功
徳
智
慧

不
可
称
説
又
其
国
土
微
妙
安
楽
…
…
(
乃
至
)
…
…
十
方
世
界
無
量
仏
国
其
往

生
者
亦
復
如
是
甚
多
無
数
我
但
説
十
方
諸
仏
名
号
及
菩
薩
比
丘
生
彼
国
者
豊
夜

一
劫
尚
未
能
寛

(鑑
)
我
今
為
汝
略
説
之
耳
」)
を
説
か
れ
る
中
、

釈
迦
仏

の
勧
誠
を
挙
げ
て
、
初
め
に

「誠
悪
」
を
説
か
れ
て
い
る
。

そ
の
中

に
お
い
て
、
0
諸
悪
の
誠
め
(悲
化
段

・
三
毒
段
=
浄
糠
欣
厭
)
、

(二)
弥
勒
の
領
解
、
(
三
)釈尊

の
重
謳
、
(
四
)五善
五
悪

の
勧
誠
を
懇
切
に
説

か
れ
て
あ
る
。

チ
テ

ニ

ヘ

ヲ

シ

メ

ヲ

次
に
、
「
仏
告
二
阿
難
一起

更
整
二
衣
服
一合
掌
恭
敬
礼
二
無
量
寿
仏
こ

以
下
は
、
第
二
に

「誠
疑
」
を
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
中
、
は
じ
め
に
、
(
一
)
弥
陀

の
光
照
、
次

い

で
、
(
二
)
胎
生
と
化

生
、
(
三
)
信
疑
の
得
失
、
(四
)胎
宮

の
喩
説
、
(
五
)
十
方

の
来
生
を
挙
げ
ら
れ

る
の
で
あ

る
。

釈
尊
は
、
そ
の
第
二
の

「誠
疑
」
を
説
か
れ
る
中
に
お
い
て
、
阿
難

及
び
特
に
補
処
の
慈
氏
菩
薩

(弥
勒
菩
薩
)
を
対
告
衆
と
し
て
、
胎
生
と

化
生
、
信
疑
の
得
失
、

胎
宮

の
喩
説
を
委
し
く
説
か
れ
る
と
こ
ろ
が
所

謂

「
胎
化
段
」
で
あ
る
。

こ
の
胎
化
段
は
、
経
末
に
挙
げ
ら
れ
て
は
あ

る
が
、
既
に

『
無
量
寿

経
』
巻
下

の
は
じ
め

「
三
輩

の
不
同
」
を
説
か
れ
る
中
、
そ
の
下
輩
に

お
い
て
、
「
仏
告
二
阿
難
一其
下
輩
者
十
方
世
界
諸

天
人
民
其
有
ご
至
レ
心

ヒ

欲
ジ
生
二彼
国
齢

恨
使
不
レ能
レ作
二
諸
功
徳
一當
下
発
二
無
上
菩
提
之
心
一
一

向
専
レ意
乃
至
十
念
念
二
無
量
寿
仏
一願
壱
生
二
其
国
一

若
聞
二
深
法
一歓
喜

信
楽
不
レ生
二
疑
惑
一乃
至

一
念
…
…
」
等

と
、
「
不
生
疑
惑
」
と
説
か
れ

る
と
こ
ろ
に
、
既
に
経
末
に
お
け
る
胎
化
の
得
失
を
引
起
す
る
発
端
の

深
意
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「釈
尊
の
重
謳
」
を
あ
ら
わ
す
中
、

「
今
我
於
二
此
世

一作
仏

演
ご
説
経
法
一宣
二布
道
教
齢断
二諸
疑
網
齢」
等
と
説
か
れ
る

と

こ

ろ

に

も
、
胎
化
の
得
失
に
つ
い
て
の
釈
尊
の
勧
誠
の
仏
意
が
重
ね
て
窺
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
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今
こ
の

「胎
化
段
」
に
つ
い
て
、
新
羅
の
浄
土
教
家

(と
く
に
元
暁

・

憬
興
の
二
師
)
は
、
そ
の
経
意
を
如
何
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ

の
見
解

を
探
究
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

二

は
じ
め
に
、
元
暁
師

(6
1
7
-
6
8
6
)
は
、
そ
の
著

『
両
巻
無
量

寿
経
宗
要
』
(大
正
蔵
経
三
+
七
巻

・
浄
全
五
巻
)
に
お
い
て
、
胎
生
と
化

ノ

ノ

リ

ノ

ル
ヤ

ヤ

ヘ
テ

ク

生
を
明

か
す
と
こ
ろ
の

「
彼
国
人
民
有
二
胎
生
者
一汝
復
見

不

対

日

ニ

上
ル

レ

ノ

ハ

ノ

ス
ル

ハ

ハ

ナ
リ

メ

ノ

已
見

其
胎
生
者
所
レ処

宮
殿
或
百
由
旬
或
五
百
由
旬

各
於
ご其
中
一

ク
ル
ヨ
ト

ノ

ヲ

シ

ノ

ナ
リ

受

二

諸

快
楽

一
如

二
切

利

天

上

一

亦
皆

自

然

」

(明

三見

二胎

生
者

一)
の
釈

意

は
述

べ
ら

れ

て

い
な

い
。

こ

の
こ
と

は
、

無

量

寿

経

の
宗

要

を
解

明

す

る

た

め

で
あ

ろ

う

か
。

し

か

し

な
が

ら
、

五

智

(
仏
智

・
不
思
議
智

・

不
可
称
智

・
大
乗
広

智

・
無
等
無
倫
最
上
勝
智
)

の
釈

に

つ
い

て

は
、

次

の

如

く

詳

し
く

の
べ

ら

れ

て

あ

る
。

次
明
レ有

二
四
疑
惑
衆
生

一
於
レ
中
先
明
二
所
疑
境

界

-
然
後
顕

二其
疑
惑
之

相

一

所
疑
境
者

如
二
下
文
言
一

若
有

二衆
生

一以

二疑
惑

心
一

修
二
諸
功
徳

一願
レ
生
二

彼
国

一
不
レ
了

二佛
智

・
不
思
議
智

・
不
可
称
智

・
大
乗
広
智

・
無
等
無
倫
最

上
勝
智
一

於
二
此
諸
智

-疑
惑
不
レ信

然
猶
信

二罪
福

一

修
二
習
善
本

一願
レ
生
二

彼
国
一

此
諸
衆
生

生

二彼
宮

殿

一五
百
歳

中
不
レ
聞
二
三
宝

一

故
説
二
辺
地

一

乃
至
広
説

(
大
正
蔵
経

三
十
七
巻

一
三
〇
頁
)

と

述

べ

て
、

仏

智

を

総

標

の
句

と

し
、

下

の
四

句

を
別

し

て
四

智

を

顕

わ

す

も

の
と

し

て
、

五

智

に

つ

い
て
総

別

を

分

け

る

の
で
あ

る
。

別

し

て
四
智
を
顕
わ
す
中
、

不
思
議
智
を
成
所
作
智
と
し
、
不
可
称
智
を
妙

観
察
智
と
し
、
大
乗
広
智
を
平
等
性
智
と
し
、
無
等
無
倫
最
上
勝
智
を

大
円
鏡
智
に
配
当
し
、
次

の
如
く
委
し
く
釈
さ
れ
て
あ
る
。
そ
の
要
を

述
べ
て
み
た
い
。

不
思
議
智
と
は
、
是
れ
成
所
作
智
と
い
う
。

此
の
智
は
能
く
不
思
議

の
事
を
作
す
。

一
念

に
名
を
称
す
れ
ば
、
永
く
多
劫
の
重

罪

を

滅
ぼ

す
。
十
念
の
徳
を
念
ず
れ
ば
、
能
く
界
外

の
勝
報
に
生
ず
。
是
の
如
き

等
の
事
、
下
智

の
測
る
と
こ
ろ
に
非
ず
。

こ
の
故
に
、
名
づ
け
て
不
思

議
智
と
な
す
。

不
可
称
智
と
は
、
是
れ
妙
観
察
智
と
い
う
。
此
の
智
は
不
可
称
境
を

観
察
す
。
謂
く
、

一
切
法
は
み
な
幻
夢
の
如
し
、
有
に
非
ず
、
無
に
非

ず
、
離
言
絶
慮
、
言
を
逐
う
者
は
能
く
称
量
す

る
と
こ
ろ
に
非
ず
、

こ

の
故
に
、
名
づ
け
て
不
可
称
智
と
為
す
。

大
乗
広
智
と
は
、
是
れ
平
等
性
智
と
い
う
。

此
の
智
は
広
く
度
す
る

た
い

ゆ

へ
小
乗
に
向
せ
ず
。
此

の
同
体
の
智
力
、
普
く
無
辺
の
有
情
を
載
せ

る
を
も

っ
て
、
皆
同
じ
く
無
上
菩
提
に
至
ら
し
む
。

こ
の
故
に
名
づ
け

て
大
乗
広
智
と
な
す
。

無
等
無
倫
最
上
勝
智
と
は
、
、
正
し
く
是
れ
、
如
来
、
大
円
鏡
智
と

ま
さ

い
う
。
始
め
て
本
識
を
転
じ
て
方
に
心
原
に
帰
す
。

一
切
の
種
鏡
を
し

て
円
照
せ
ざ
る
な
し
。
是

の
故
に
大
円
鏡
智
と
為
す
。
此
の

一
智
の
中

に
五
殊
勝
あ
り
、
解
脱
身

の
如
し
、
二
乗
同
得
す
。
是
の
如

く

の
鏡

智
、
正
し
く
是
れ
法
身
、

大
円
鏡
智
は
唯
仏
の
頓
証
で
あ

っ
て
、
前
の

新
羅
浄
土
教
家
の
大
経

「胎
化
段
」
観

(渡

辺
)
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新
羅
浄
土
教
家
の
大
経

「胎
化
段
」
観

(渡

辺
)

三
智

(不
思
議
智

・
不
可
称
智
・
大
乗
広
智
)
に
こ
え
過
ぎ
る
故
に
、
名
づ

け
て
無
等
無
倫
最
上
勝
智
と
名
つ
く
と
釈
さ
れ
て
あ
る
。

次
に
、
四
種
の
疑
惑
の
相
を
明
し
て
、

一
の
性
、
質
直
に
非
ず
。
邪

聰
我
慢
、

道
心
の
薄
き
人
あ
る
が
如
き
は
、
四
智

(不
思
議
智
.
不
可
称

智

・
大
乗
広
智

・
無
等
無
倫
最
上
勝
智
)
を
了
せ
ず
、
而
し
て
、
四
疑
を
起

こ
す
と
い

っ
て
、
次
に
四
疑
に
つ
い
て
の
相
を
詳
か
に
説

明

し

て
あ

る
。
い
ま
、
そ
の
四
疑
に
つ
い
て
の
意
味
内
容
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の

如
く
で
あ

る
。

第

一
疑

は
、
成
作
事
智
所
作
之
事
を
疑
う
と
い
っ
て
、
経
に
十
念
に

念
佛
し
て
。
彼
国
に
生
を
得
る
こ
と
を
聞
く
と
い
え
ど
も
、

こ
れ
を
了

せ
ざ
る
に
よ

っ
て
疑
を
生
ず
。
但
十
念
を
も

っ
て
能
く
諸
罪
を
滅
し
、

ひ
つ
き
よ
う

便
ち
彼
処

に
生
じ
、
正
定
聚
に
入
り
永
く
三
塗
を
離
る
。
畢
寛
し
て
退

こ
と
が
ら

せ
ざ
る
こ
と
を
得
ん
や
。
若
し
、
信
を
生
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
応
に
事
を

く
ら

以

っ
て
況

べ
る

べ

し
。

と

い

っ
て
、

馨

を
挙

げ

て
、

讐
如
二
千
年
積
薪

其
高

百
里

豆
計
火
焼

一
日
都
鑑

一可
レ
言
二
千
年
之
積
レ
薪

ヘ
キ

如
何

一
日
蓋
一
耶

又
如
下
僻
者

(
い
ざ

り
。
両
足

の
立
た
な

い
人
)
自
力
勤

ス
ル
ニ

行

要
蓬

二多

日

一至
・
二
由
旬

一

若
寄
二
他
船

一因
二
風
帆
勢

二

日
之

間
能

至
中
千
里
上

可
レ
言
下
僻
者
之
身

云
何

一
日
至
中
千
里
上
耶

世
間
船
師
之

身
尚

イ
カ
ニ

作
二如
レ是
絶
慮
之
事
一

何

況
如
来
法
王
之
勢

而
不
蕊能
作
二不
思
議
事
一

耶

是
為
レ対
二治
第
一
疑
一
(大
正
蔵
経
三
十
七
巻

一
三
〇
頁
)

と
結
ん
で
あ
る
。

第
二
疑

は
、
謂
う
妙
観
察
智
、
所
観
の
境
を
疑
う
な
り
と
い
っ
て
、

た
へ

経
中
に
仏
智
を
歎
じ
て
云
う
が
如
し
、
妙
に
諸
法
を
観
察
し
て
、
有
に

非
ず
、
無
に
非
ず
、

二
辺
を
遠
離
し
て
而
も
中
に
著
せ
ず
こ
と
を
了
せ

は
か

ざ
る
に
由

っ
て
疑
を
生
ず
。
今
現
に
物
を
称
る

の
時
を
見
る
に
、
物
重

け
れ
ば
即
ち
低
く
、
物
軽
け
れ
ば
必
ず
挙
る
。
若
し
軽
く
し
て
挙
ら
ざ

さ
が

い
み

れ
ば
、
重
く
し
て
低
ら
ず
と
い
う
。
是
の
如
く
説
く
は
言
あ

っ
て
義
な

し
等
と
い
っ
て
、

第

一
甚
深
難
見
法
者

所
謂
諸
法
自
性

皆
絶
戯
論
一過
二言
語
道
一

然

ま
さ
に

由
三言
説
為
二依
止
一故

方
乃
可
レ取
可
レ観
可
レ覚

是
故
諸
法
甚
深
難
レ見

是
為
レ対
二治
第
二
疑
一也

(大
正
蔵
経
三
十
七
巻

一
三
一
頁
)

と
結
ば
れ
て
あ
る
。

第
三
疑
は
、

謂
う
平
等
性
智
は
等
し
く
斉
度

の
意
を
疑
う
と
い
っ

て
、
経
に

一
切
衆
生
悉
く
皆
心
あ
り
、
凡
そ
心
あ
る
者
は
、
当
に
菩
提

を
得
べ
し
と
説
く
を
聞
く
が
如
き
こ
と
を
了
せ
ざ
る
に
由
る
が
故
に
、

疑
を
生
ず
等
と
い
っ
て
、

応
レ信
下平
等
性
智

無
二所
不

度

非
ち有
レ限

所
以
安
二立
大
乗
広
智
贈

是
為
レ対
二治
第
三
疑
一也

(同
・
一
三
一
頁
)

と
結
ぶ
の
で
あ
る
。

第
四
疑
は
、
大
円
鏡
智
は
遍
く

一
切
の
鏡
を
照
ら
す
義
を
疑
う
。
云

何
が
疑
を
生
ず
る
。
謂
く
是
の
言
を
作
す
は
、
虚
空
無
辺
故
に
世
界
亦

無
辺
で
あ
る
。
世
界
無
辺
故
に
衆
生
亦
無
辺
で
あ
る
。
衆
生
無
辺
故
、

心
行
差
別
、
根
欲

の
性
等
、
皆
是
れ
辺
際
な
し
。
云
何
が
此
に
お
い
て

能
く
鑑
知
す
る
こ
と
を
得
る
や
等
と
、
『起
信
論
』
に
云
う
が
如

し

と
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い

っ
て
、

一
切
境
界

本
来

一
心

離
二
於
想
念

一

以
呂
衆
生
妄
見
二

境

界

一
故

心

有
二
分
斉

一

以
三
妄
起

二想
念

一

不
レ
称
二
法
性

一故

不
レ
能

二
決

了

一

諸
仏

如
来
離
二於
見
相

一
無
二
所
不
ワ
遍

心
真
実
故

即
是
諸
法
之
性

自
体
顕
二
照

一
切
妄
法

一

有
二
大
智
用
無
量
方
便

一

随
二
諸
衆
生
所

応
得
レ
解

悉
能
開
二

示

一
切
法
義

一

是
故
得
レ
名
二
一
切
種
智

一

是
為
二
無
等
無
倫
最
上
勝
智

一

無
二
所
見

一故
無
二
所
不
ワ
見

如
レ
是
対
二治

第
四
疑

一也

(
同

・
二

一二

頁
)

と
説

か
れ

て
あ

る
。

而

し

て
、

最

後

に

以
上

の

四
疑

を
ま

と

め

て
、

い
か
ん
せ
ん

若
人
不
レ
決
二如
レ
是

四
疑

一

錐
レ
生
二
彼
国

一而
在
二
辺
地

一

如

其
有
レ
人お

も
う
に

錐
レ
未
下
明
解
申
如

二前
所
説

一
四
智
之
境
上

而
能
自
謙

心
眼
未
開

仰
二
惟

如
来
二

向
伏
信

如
レ
是
等
人

随
二
其
行
品

一往
二
生
彼
土

一

不
レ
在
二
辺

地
一

生
著
レ辺
者

別
是

一
類

非
二九
品
摂
軸

是
故
不
レ応
嵩妄
生
二疑
惑
一

也

(同

・
一
三
一
頁
)

等
と
結
ば
れ
て
あ
る
。

以
上
、

元
暁
師

の
説
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
五
智
に
つ
い
て
総
別
を

分
け
る
中
、
別
し
て
四
智
に
つ
い
て
は
、
不
思
議
智
を
成
所
作
智
、
不

可
称
智
を
妙
観
察
智
、

大
乗
広
智
を
平
等
性
智
、
無
等
無
倫
最
上
勝
智

を
大
円
鏡
智
に
そ
れ
ぞ
れ
配
当
さ
れ
て
あ
る
こ
と
と
、
観
経
の
九
品
の

浄
土

へ
は
、
此

の
疑
城

(辺
地
)
を
摂
め
ぬ
と
い
う
不
摂

の
義
を
説

か

れ
る
こ
と
で
あ
る
。

三

憬

興

師

(
6
2
0
-
7
0
0
頃
)

は
、

『
無
量

寿

経
』

(
竺
法
護
訳
と
す
る
)

ノ

ノ

リ

ノ

ル
ヤ

ヤ

ヘ
テ

ク

ニ

よ
ル

レ

巻
下
の

「
彼
国
人
民
有
二胎
生
者
一汝
復
見

不

対

日

已
見

其
胎

ノ

ハ

ノ

ス
ル

ハ

ハ

ナ
リ

メ

ク
ル

コ
ト

ノ

生
者
所
レ
処

宮
殿
或
百
由
旬
或
五
百
由
旬

各
於
二
其
,
 中
一受
ご

諸
快

ヲ

シ

ノ

ナ
リ

楽
髄如
二切
利
天
上
一

亦
皆
自
然
」
(明
昆見
こ胎
生
者
一)
等

の
経
文
を
『
無

量
寿
経
連
義
述
文
賛
』
(大
正
蔵
経
三
十
七
巻

・
浄
全
五
巻
)
に
釈
し
て
、

百
由
旬
者
即
下
輩
疑
レ
仏
所
生
之
宮

五
百
由
旬
者

即
中
輩
疑
レ智
所
止
之
宮

(大
正
蔵
経
三
十
七
巻
一
六
九
頁
)

等
と
述
べ
て
、
「所
処
宮
殿
」
と
い
う
こ
と
を
中

・
下
輩
に
か
け

て

解

釈
さ
れ
て
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、

つ
づ
い
て

「畠
謙
経
若
中
若
下
皆
云
二
二
千
里
城
一

蓋
是
略
挙
不
壷
之
言
」
等
と
述
べ
ら
れ
て
あ
る
。
す
な

わ

ち
、
『
無
量

清
浄
平
等
覚
経
』
(畠
延
訳
と
す
る
)
(巻
三
)
正
宗
分
の
往
生
の
因
果
を

明
す
中
の
三
輩

(最
上
の
第
一
輩
・
第
二
の
中
輩
・
第
三
輩
)
往
生
を
説
く

と
こ
ろ
と
、
『大
阿
弥
陀
経
』
(支
謙
訳
と
す
る
)
(巻
下
)
の
は

じ

め
、

往
生
の
因
果
を
明
す
中
の
三

輩

(最
上
の
第

一
輩

・
第
二
の
中
輩
.
第
三

輩
)
往
生
を
説
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
両
経

(
大
正
蔵
経
十
二
巻
.
覚
経

(
二
九
二
頁
)
・
大
阿

(三
一
〇
頁
)
)
と
も
に
、
第

二
の
中

輩

の
と

こ
ろ

と
、
第
三
輩

の
と
こ
ろ
に
は
、
二
千
里
あ
る
七
宝
の
城
中
に
七
宝
の
水

池

の
蓮
華
、

七
宝

の
舎
宅
あ
り
、
五
百
歳
の
間
、
そ
の
城
中

に
止
ま
る

と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
此
の

「所
処
宮
殿
」
と
い
う
を
、
無
量
寿
経

の
中
下
輩
に
当
て
て
、
先
に
挙
げ
た
釈
の
如
く

「
百
由
旬

者

即

下

輩

疑
レ仏
所
生
之
宮

五
百
由
旬
者
即
中
輩
疑
レ智
所
止
之
宮
」
と
釈
し
、

新
羅
浄
土
教
家
の
大
経

「胎
化
段
」
観

(渡

辺
)
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)

仏
智
疑
う
所
由
に
よ

っ
て
、
疑
城
胎
宮
に
生
じ
止
ま
る
こ
と
五
百
歳
と

釈
す
る

の
で
あ
る
。

シ
ク

ま
た
、
憬
興
師
は
、
「
釈
尊
の
重
謳
」
を

説
く

中
、
「
汝
等
宜
室各
精

メ

ム

ノ

ヲ

レ

ル
コ
ト

シ

メ

ラ

メ

ヲ

シ

ノ

ノ

進
求
二心
所
願
一

無
レ
得
下
疑
惑
中
悔
自
為
ご
過
餐

一

生
二
彼
辺
地
七
宝

ニ

ノ

ク

ル

コ

ト

ヲ

ノ

ヲ

宮
殿
齢

五
百
歳
中
受
申

諸
厄
上
也
」
等

の
経
文
を

「勧
レ
捨
二疑
惑
一

也
」
と
分
科
し
、
先

の
畠
謙
本
中
の
中

・
下
輩
を
挙
げ
て
の
ち
、

此
中
言
二七
宝
宮
殿
一者
蓋
彼
城
内
宝
舎
宅
也

彼
城
受
楽
此
経
日
レ如
二切
利

天
一

而
受
二諸
厄
一者
不
レ能
レ見
二聞
三
宝
一故

(
同
・
一
六
六
頁
)

等
と
述
べ
ら
れ
る
釈
は
、
仏
智
疑
惑
を
捨
て
る
こ
と
を
勧
め
る
と
み
ら

メ

ニ

サ
ク

ケ
テ

ノ

ヲ

れ
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
の
こ
と
を
次
の
「
弥
勒
白
レ
仏
言

受
ご仏
重
謳

一

ニ

シ

ク

ノ

メ

ト

ラ

フ
コ
ト

専
精
修
学
如
レ教
奉
行

不
ご敢
有
づ疑

」
の
経
文
に
つ
い
て
は
、
「弥

勒

の
領
解
」
と
分
科
し
て
、
そ
の
不
疑
に
つ
い
て

「
不
疑
者
領
レ勧
二捨

疑
一申
二
自
不
疑
一」
(同
・

一
六
六
頁
)
と
釈
し
て
、
弥
勒
菩
薩

の
領
解
と

と
も
に
、
自
ら
も
疑
わ
ず
信
念
を
告
白
さ
れ
て
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ

き
で
あ

る
。

次
に
、
憬
興
師
は

『無
量
寿
経
』
巻
下
の
は
じ
め
の

「
経
日

仏
告

阿
難
至
有
其
三
輩

(凡
有
二三
輩

)
」
(
同

・
一
五
八
頁
)
の
経

意

に

つ

い
て
、

「申
二往
生
因
一令
二人
修
づ生
有
レ二
」
と
科

し

て
、
「
此
初
総
標

也
」
と

い
っ
て
諸
説
を
挙
げ
て
、
三
輩
と
九
品
の
摂

・
不
摂
に
つ
い
て

委
し
く
論
じ
批
判
を
さ
れ
て
あ
る
。
そ
の
中
、

有
説

(元
暁
師
)
不
レ決
二四
疑
一錐
レ生
二彼
国
-而
在
二辺
地
-

別
是

一
類
非
二

九
品
摂
一

是
故
不
レ応
三妄
生
二疑
惑
一
(同
・
一
五
八
頁
)

と

い
う
元
暁
師
の
説
を
挙
げ
て
、

此
亦
不
レ然

二
経
所
レ説
中
下
之
属
所
止
宝
城
既
五
百

応
下如
昌此
経
疑
智

凡
夫
所
在
宝
宮
殿
一亦
是
辺
地
上故

(同

・
一
五
八
頁
)

等
と
批
判
し
、
さ
ら
に
有
説
等
と
他
の
諸
説
を
挙
げ
て
の
ち
、
憬
興
師

は
、若

三
輩
若
九
品
皆
無
二寛
狭
一摂
二往
生
一誰

(同

・
一
五
九
頁
)

と
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
、
観
経
に
説
か
れ
る
九

品
に
此

の
疑
城
を
摂
む

る
と
い
う
三
輩
九
品
相
摂
す
る
と
の
義
で
あ
っ
て
、
元
暁
師
の
如
く
、

観
経
の
九
品

の
浄
土
へ
こ
の
無
量
寿
経
に
説
か
れ
る
疑
城
を
摂
め
ぬ
と

い
う
不
摂

の
義
に
対
し
て
、
憬
興
師
は
、
無
量
清
浄
平
等
覚
経
.
大
阿

弥
陀
経

の
三
輩
段
を
証
拠
と
し
て
、
三
輩
九
品
相
摂
の
義
を
立
て
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
親
鷲
聖
人
が
主
著

『
教
行
信
証
文
類
』
の
第
六
巻
化

身
土
文
類

の
は
じ
め
に
、

テ

サ

ツ

バ

ハ

シ

ノ

ノ

謹
顕
二化
身
土
一者

仏
者
如
二無
量
寿
仏
観
経
説
一真
身
観
仏
是
也

土
者
観

ノ経
浄
土
是
也

(真
聖
全
∩
二

四
三
頁
)

と
述
べ
て
、
観
経

の
九
品

の
浄
土
を
化
土
と
定

め
、
次
い
で
、

シ

ノ

ノ

亦
如
二大
無
量
寿
経
説
一

即
疑
城
胎
宮
是
也

と
述
べ
て
あ
る
。
此

の
疑
城

へ
あ
ら
ゆ
る
化
土
を
摂
め
る
と
い
う
の
が

親
鷲
聖
人
の
説

で
あ

っ
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
釈
意
の
要
義
を
窺
う
な
ら

ば
、
観
経
顕
説

の
浄
土
は
化
土
に
あ

っ
て
化
土
を
見
る
相
で
あ
り
、
無

量
寿
経
の
疑
城
胎
宮
は
報
土
か
ら
化
土
を
見
る
相
で
あ
り
、
或
は
、
た
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だ

一
含
華

の
相
、
或
は
、
自
然
七
宝
或
は
七
宝
華
中
と
い
う
も
の
、
皆

報
土
か
ら
見
る
相
で
あ
る
等
の
親
鶯
聖
人
の
説
は
、
憬
興
師
の
説
を
相

承
さ
れ
た
も
の
と
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

 

 

 

次
に
、
憬
興
師
は
、
そ
の
胎
生
の
因
に
つ
い
て
は
、
疑
網

・
疑
を
そ

の
所
由
と
す
る
こ
と
を
委
し
く
釈
し
、
五
智
の
釈
を
さ
れ
て
あ
る
。

弥
陀
弘
誓
あ
り
と
錐
も
、
衆
生
万
品
、
頗
る
能
く
十
方
天
人
を
接
引
し
て

彼
の
国
に
生
ぜ
し
む
る
を
疑
う
故
に
不
了
仏
智
と
い
う
弥
陀
既
に
一
真
法
界

を
証
す
。
徳
円
か
に
諸
患
悉
く
尽
さ
ざ
る
な
し
、
当
際
を
尽
し
て
端
(
つ
)
く

す
。
本
願
に
称
(か
な
)
う
て
迎
接
す
る
故
、
有
縁
の
衆
生
皆
彼
土
に
生
ず
。

疑
網
を
以
っ
て
懐
(お
も
い
)
を
経
(い
と
な
)
む
べ
か
ら
ず
と
な
り
。

大
円
鏡
智
を
不
思
議
智
と
名
ず
く
、
有
(ま
た
)
、経
に
善
悪
罪
福
重
き
者

先
ず
引
く
と
説
く
を
聞
く
。
即
ち
弥
陀
仏
名
を
称
念
す
れ
ば
必
ず
彼
土
に
生

ま
れ
る
。
恒
に
諸
悪
を
作
し
、
悪
必
ず
深
重
に
し
て
、
応
に
十
念
相
続
の
微

善
能
く
諸
罪
を
滅
ぼ
す
べ
か
ら
ず
と
、
而
し
て
、
彼
(か
し
こ
)
に
往
生
し
て

正
定
聚
に
入
り
畢
り
て
退
転
せ
ず
と
言
う
を
疑
う
故
に
、
不
思
議
智
を
了
せ

ず
と
い
う
。
不
思
議
智
に
は
大
威
力
あ
り
、
思
量
境
に
非
ず
故
に
、
汝
聞
か

ざ
る
や
。

一
面
の
鏡
に
は
像
現
ぜ
ざ
る
は
無
し
、
詑
(な
ん
)ぞ

一
智
力
、
諸
罪
障
を

消
す
を
疑
う
や
。
又
、
毫
毛
万
斤
も
少
火
に
能
く
焚
(も
や
)
す
が
如
し
。
故

に
十
念
称
仏
し
て
念
ず
れ
ば
、
別
し
て
能
く
八
十
億
劫
の
生
死
の
罪
を
除
き

浄
土
に
往
生
す
。
何
ぞ
怪
し
む
べ
ぎ
こ
と
あ
ら
ん
や
。

平
等
性
智
を
不
可
称
智
と
名
ず
く
。
有
(ま
た
)
、仏
智
、
法
に
お
い
て
懸

絶
す
る
を
聞
い
て
疑
を
懐
く
、
而
し
て
言
(い
う
こ
こ
ろ
)
は
、
名
必
ず
相
待

す
、
不
覚
に
待
し
て
覚
と
名
ず
く
、
何
ぞ
懸
絶
有
ら
ん
や
。
念
ず
れ
ば
多
福

を
獲
る
。
今
此
の
疑
い
を
釈
せ
ん
た
め
に
、
仏
に
不
可
称
智
あ
る
こ
と
を
顕

わ
す
。
平
等
性
智
は
二
空
の
理
を
証
し
、
境
智
平
等
、
称
説
を
玄
絶
し
て
、

名
を
以
っ
て
名
を
遣
わ
し
て
玄
旨
を
詮
わ
す
。
旨
(お
も
む
き
)を
悟
る
者
は

言
を
亡
し
、
境
既
(
つ
く
)
し
て
称
す
べ
か
ら
ず
の
智
を
不
可
称
と
い
う
。
不

可
称
の
故
に
念
ず
る
者
福
多
し
、
此
れ
に
由
っ
て
疑
網
を
懐
く
こ
と
あ
る
べ

か
ら
ず
。

妙
観
察
智
を
大
乗
広
智
と
名
ず
く
。
有
(ま
た
)
、念
仏
す
れ
ば
皆
往
生
を

得
る
。
言
(い
う
こ
こ
ろ
)
は
、
過
現
の
諸
仏
復
無
量
と
錐
も
、
生
(衆
生
)
を

済
う
て
尽
さ
ず
、

一
仏
能
く
衆
生
を
度
し
尽
く
せ
ば
、
応
に
更
に
余
仏
の
生

を
化
す
る
こ
と
あ
る
べ
か
ら
ず
。
如
何
が
、
弥
陀
仏
を
念
ず
る
者
皆
彼
土
に

生
ず
乏
聞
い
て
疑
を
起
こ
す
。
故
に
、
大
乗
広
智
を
了
せ
ず
と
い
う
。
妙
観

察
智
は
常
に
智
悲
を
含
ん
で
、
諸
の
有
縁
を
し
て
運
載
し
浬
葉
に
入
ら
し
め

ざ
る
は
無
し
。
但
し
、
諸
の
衆
生
、
各
々
所
属
(た
の
む
と
こ
ろ
)
あ
り
、
属

(た
の
)
む
者
尽
す
と
錐
も
、
不
属
の
も
の
猶
あ
る
故
、
更
に
余
仏
出
世
の
化

益
あ
り
、
此
れ
に
由
っ
て
、
念
仏
す
れ
ば
皆
浄
土
に
生
ず
る
意
蝕
(
こ
こ
)
に

あ
る
な
り
。

成
所
作

(智
)
を
無
等
無
倫
最
上
勝
智
と
名
ず
く
。
有
(ま
た
)
、
如
来
十

四
不
可
記
事
に
答
え
ず
を
聞
い
て
便
ち
仏
を
疑
う
。
遍
く

一
切
諸
法
を
知
る

能
わ
ず
、
既
(つ
く
)
す
に
勝
用
無
し
、
念
ず
れ
ば
何
の
福
あ
り
や
、
故
に
無

等
倫
智
を
了
せ
ず
と
い
う
。
成
所
作
智
遍
く
六
塵
に
縁
じ
て
凡
夫

に
同
ぜ

ず
、
故
に
無
等
と
い
う
。
万
境
に
達
す
と
錐
も
常
に
妙
定
あ
り
、
二
乗
の
入

出
不
同
に
如
(し
)く
に
非
ず
故
に
無
倫
と
い
う
。
二
障
都
べ
て
尽
き
、
三
業

新
羅
浄
土
教
家
の
大
経

「胎
化
段
」
観

(渡

辺
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マ

マ

化
を
発
し
て
四
記
論
を
作
し
、
諸
菩
薩
の
能
為
す
る
と
こ
ろ
に
非
ざ
る
が
故

に
最
上
勝
と
い
う
。
-
(乃
至
)
-
故
に
之
を
念
ず
る
者
福
定
少
き
に
非
ず
、

此
に
由

っ
て
仏
智
を
疑
い
彼
国
に
生
ず
と
錐
も
、
辺
地
に
在
り
て
聖
化
を
被

ら
ず
の
事
、
胎
生
の
若
(ご
と
)
し
、
宜
し
く
之
を
捨
つ
応
し
と
。

(
同
・
一

六
九
頁
)

等
と
長
々
と
釈
さ
れ
て
、
胎
生

の
因
は
仏
智
を
疑
う
を
、
そ
の
因
と
す

る
の
で
あ

る
か
ら

「宜
し
く
之
を
捨

つ
応
し
」
と
結
ば
れ

る

の

で

あ

る
。

(
1
)

以
上
、
元
暁
・
憬

興
両
師
の
無
量
寿
経
の
五
智
に
就
い
て
の
所
顕
の

配
列
を
す

る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
相
違
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

(
元
暁
)

(憬
興
)

(仏
智
)

(
不
思
議
智
)
-
成

所
作
智
 
大
円
鏡
智

(不
可
称
智
)
-
妙

観
察
智
 
平
等
性
智

(大
乗
広
智
)
-
平

等
性
智
 
妙
観
察
智

(
無
等
無
倫
最
上
勝
智
)
-
大

円
鏡
智
 
成
所
作
智

惟
う
に
、
『無
量
寿
経
』

に
説

か
れ
る
五
智
は
、
阿
弥
陀
仏
に

つ

い

て
の
五
智

で
あ
る
か
ら
、
唯
識
家

の
所
説
で
あ
る
転
識
得
智
の
四
智
心

品
(
大
円
鏡
智
相
応
心
品
(第
八
識
)
・
平
等
性
智
相
応
心
品

(第
七
識
)

・
妙
観
察
智
相
応
心
品

(第
六
識
)
・
成
所
作
智
相
応
心
品
(前
五
識
)
)

に
配
当
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
無
量
寿
経
の
阿
弥
陀
仏
の
五
智

の
説
明

と
し
て
は
経
意
に
契
わ
な
い
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る

の

で
あ

る
。(

1
)
無

量
寿
如
来
会
に
は
仏
智

・
普
遍
智

・
不
思
議
智

・
無
等
智

・威
徳

智
・
広
大
智
の
六
智
と
す
る

(
元
暁

・
憬
興
師
と
も
に
所
覧
に
非
ず
)
。

五
智
に
つ
い
て
は

『略
論
安
楽
浄
土
義
』
(曇
鶯
)
(
?)
に
詳
釈
さ
れ

て
あ
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
新

羅
浄
土
教
家

(
元
暁
と
憬

興
)
、
三
輩
九
品
、

五

智
、
胎
化
段

(龍
谷
大
学
大
学
院
修
了
)

-206-


